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原
子
力
資
料
情
報
室
主

催
の
ツ
ァ
ー
は
今
年
で
第

４
回
目
に
な
り
ま
す
が
、
学

ぶ
会
の
会
員
は
毎
回
数
人

参
加
し
て
き
ま
し
た
。 

今
回
の
見
学
地
だ
っ
た
福

島
原
発
は
、
東
電
が
設
置
者

で
双
葉
郡
（
大
熊
町
、
双
葉

町
、
富
岡
町
、
樽
葉
町
）
と

い
う
一
地
域
に
、
合
計
１
０

基
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
地

域
へ
の
交
付
金
（
電
源
三
法

交
付
金
）
は
２
０
０
２
年
ま

で
に
一
千
億
円
、
固
定
資
産

税
は
１
９
９
２
年
ま
で
は 

原
発
は
い
ら
な
い
⑩ 

 

「ス
タ
デ
ィ
ー
ツ
ァ
ーに
参
加
し
て
」 

（
福
島
・
女
川
原
発
と
宮
城
県
内
陸
地
震
の
爪
跡
を
見
る
） 

         

み
し
ま
原
発
を
学
ぶ
会 

明
会
を
行
い
、
今
後
の
事
業

の
進
め
方
に
つ
い
て
説
明
し

た
。 予

定
で
は
今
年
度
中
に
基

本
設
計
作
業
・
事
業
計
画
作

成
、
来
年
度
早
々
、
再
開
発

の
た
め
の
本
組
合
設
立
を
考 

 

昭
和
十
七
年
一
月
末
か

ら
、
ビ
ル
マ
に
作
戦
中
の
三

島
野
戦
重
砲
兵
第
三
連
隊

の
本
隊
に
向
か
っ
て
出
征

す
る
ま
で
の
三
ケ
月
間
、
中

部
第
十
部
隊
の
第
六
中
隊

第
一
内
務
班
で
、
初
年
兵
の

わ
た
し
が
経
験
し
た
問
答

無
用
の
古
兵
の
シ
ゴ
キ
に

は
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ

り
ま
す
。 

 

ビ
ン
タ
・
対
向
ビ
ン
タ

（
初
年
兵
を
二
列
に
し
て

向
か
い
合
わ
せ
、
ヨ
シ
と
い

う
ま
で
、
全
力
で
殴
り
あ
わ

せ
る
）・
前
支
え
・
捧
げ
銃

（
重
い
三
八
銃
を
、
ヨ
シ
と

い
う
ま
で
捧
げ
銃
さ
せ
る
） 

を
並
べ
る
。
や
が
て
、
力
尽

き
た
初
年
兵
た
ち
が
落
ち

て
き
て
、
水
び
た
し
に
な

る
） 

 

天
皇
の
股
肱
の
軍
隊
で
、

こ
う
し
た
人
権
ゼ
ロ
の
私

刑
が
全
国
的
に
見
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
日
露

戦
争
の
勝
利
の
後
か
ら
で

あ
り
ま
し
た
。 

 

あ
る
い
は
、
殴
っ
て
恥
を

か
か
せ
て
兵
隊
を
強
く
し

な
か
っ
た
ら
、
装
備
の
機
械

化
・
近
代
化
に
劣
る
日
本
の

貧
乏
軍
隊
は
、
欧
米
の
金
持

ち
軍
隊
に
勝
て
な
い
ー
と
、

軍
の
上
層
部
が
考
え
た
か

ら
で
し
ょ
う
。
当
時
、
わ
た

し
と
同
じ
内
務
班
に
い
た

伊
豆
長
岡
温
泉
の
旅
館
「
八

の
坊
、
小
松
家
旅
館
」
の
経 

 

年
30
億
円
、
（
今
年
度
で

10
億
円
）、世
界
有
数
の
サ

ッ
カ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
施

設J

ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
は
東
電
が

福
島
県
に
寄
贈
し
た
施
設
、

お
祭
り
の
花
火
（
富
岡
町
）

代
も
東
電
の
寄
付
が
毎
年

１
５
０
万
円
等
。
地
域
は
交

付
金
、
東
電
の
寄
付
頼
り
の

悪
循
環
に
陥
っ
て
い
ま
す
。

各
町
長
は
プ
ル
サ
ー
マ
ル

実
施
賛
成
（
プ
ル
サ
ー
マ
ル 

 

あ
る
野
戦
重
砲
兵
の
物
語
（３
） 

             

秋 

元 

実 

 みしま・源氏物語を読む会 
と  き： 毎月第１・３月曜日（月２回）  

午前 10 時 15 分～１１時 45 分       
 ところ： 三島商工会議所・会議室 
 内 容：『源氏物語』 使用テキスト・角川文庫    
 会 費： 月 2000 円 （テキスト・資料代･講師料等含む）

＊使用テキスト等は会で用意します。 

問い合わせ： 『源氏物語を読む会』 055－972-4953  

 
 

│ 

九
月
の
風 

│ 
 

銀
木
犀
風
に
抱
か
れ
て
匂
う
午
後
古
書
店
街
を
歩 

い
て
み
た
し 

 

古
書
店
に
「
斉
藤
喜
博
全
集
」
束
ね
ら
れ
聖
書
の 

ご
と
く
読
み
し
は
遠
い
日 

  

風
色
の
ク
レ
ヨ
ン
探
し
に
街
を
ゆ
く
わ
れ
が
わ 

れ
な
る
自
意
識
を
厭
う 

  

ア
フ
リ
カ
の
夜
の
静
寂
伝
え
き
て
受
話
器
し
ば 

ら
く
風
の
音
鳴
る 

  

友
愛
な
ど
ク
ラ
シ
カ
ル
な
言
葉
い
う
鳩
山
演
説 

「
核
廃
絶
宣
言
」 

  

伝
い
く
る
軌
条
の
響
き
駿
豆
線
最
終
電
車
が
田 

町
駅
過
ぐ  

浅
野 

和
子 

efefefefefefegef efefefefefefegef 

営
者
、
今
は
亡
き
望
月
金
八

君
も
、
わ
た
し
の
横
で
、
万

年
一
等
兵
の
目
付
き
の
悪

い
補
充
三
年
兵
に
、
理
由
も

な
く
、
よ
く
殴
ら
れ
て
い
ま

し
た
。 

 

慶
応
大
学
を
や
っ
と
卒

業
し
て
、
兵
役
の
義
務
を
果

た
し
に
や
っ
て
き
た
長
身

の
熊
村
君
も
。 

 

情
け
無
用
の
兵
隊
屋
敷

で
そ
ん
な
ふ
う
に
殴
ら
れ

な
が
ら
、
わ
た
し
た
ち
教
育

召
集
の
補
充
兵
は
、
歯
を
食

い
し
ば
っ
て
演
習
や
内
務

や
郷
愁
に
耐
え
、
ど
う
や

ら
、
現
役
の
諸
君
に
着
い
て

い
け
そ
う
な
、
野
戦
重
砲
兵

の
卵
に
な
っ
て
い
っ
た
の

で
あ
り
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 

（
つ
づ

く
） 

efefefefefefegef efefefefefefegef 

・
蝉
（
柱
の
中
途
に
抱
き
着

か
せ
、
ミ
ー
ン
ミ
ー
ン
と
鳴

か
せ
る
）・
三
島
芸
者
（
四

角
な
ゴ
ミ
箱
の
上
に
正
座

さ
せ
、
横
抱
き
に
し
た
箒
の

三
味
線
と
シ
ャ
モ
ジ
の
撥

で
伴
奏
さ
せ
な
が
ら
、
農
兵

節
な
ど
を
唄
わ
せ
る
）・
各

班
め
ぐ
り
（
手
入
れ
の
悪
い

編
上
靴
の
紐
を
む
す
ん
で

胸
に
ぶ
ら
さ
げ
な
が
ら
、
各

班
を
回
ら
せ
、
古
兵
の
ピ
ン

タ
を
貰
っ
て
歩
か
せ
る
）・

ぶ
ら
下
が
り
（
初
年
兵
が
横

一
列
に
な
っ
て
班
の
鴨
居

に
指
を
掛
け
て
ぶ
ら
下
が

る
と
、
古
兵
た
ち
が
そ
の
下

に
、
水
を
満
た
し
た
バ
ケ
ツ 

が
、
厳
し
い
経
済
不
況
に
伴

い
経
営
方
針
が
変
わ
り
、
現

時
点
で
は
出
店
が
困
難
に
な

っ
た
と
の
こ
と
。
し
か
し
、

業
者
と
し
て
は
三
島
の
潜
在

的
可
能
性
は
高
く
、関
心
は
継

続
し
て
い
る
と
言
う
。 

 

見
を
聞
く
こ
と
な
く
、
一
方

的
に
米
飯
化
の
決
定
が
な
さ

れ
た
こ
と
に
も
大
き
な
問
題

が
あ
る
と
考
え
ま
す
。 

子
ど
も
の
食
と
健
康
に
関

わ
る
こ
の
よ
う
な
重
要
な
事

項
は
、
現
場
の
職
員
を
含
め

各
方
面
か
ら
の
関
係
者
を
集

め
て
意
見
を
交
わ
し
、
も
っ

と
時
間
を
か
け
て
検
討
す
べ

き
で
す
。 

以
上
の
よ
う
な
こ
と
か

ら
、
静
岡
県
教
職
員
組
合
三

島
支
部
は
学
校
給
食
完
全
米

飯
化
の
拙
速
な
導
入
に
反
対

し
、
こ
れ
か
ら
も
そ
の
見
直

し
を
訴
え
て
い
き
ま
す
。 

  

efefefefefefegef efefefefefefegef 

efefefefefefegef 

efefefefefefegef efefefefefefegef 

用
の
交
付
金
が
で
る
）
、
原

発
の
増
設
も
要
望
し
て
い

ま
す
。
地
域
経
済
は
破
壊
さ

れ
、
経
済
破
壊
以
前
に
人
間

関
係
が
札
束
に
よ
り
破
壊

さ
れ
ま
す
。
し
か
し
そ
の
現

実
の
中
で
、
何
十
年
も
地
域

で
原
発
の
危
険
を
訴
え
、
地

域
再
生
の
た
め
に
努
力
を

し
て
い
る
人
々
が
い
て
、
交

流
す
る
中
で
と
て
も
励
ま

さ
れ
ま
し
た
。 

ま
た
、
宮
城
県
の
栗
駒
文
字

地
区
で
は
宮
城
内
陸
地
震

に
よ
る
山
の
大
崩
落
場
所

を
実
際
に
見
る
事
が
で
き

ま
し
た
。
そ
こ
は
山
一
つ
が

崩
れ
る
と
い
う
凄
ま
じ
い

地
震
の
爪
跡
で
し
た
。 

今
年
の
８
月
１
１
日
、
駿
河

湾
を
震
源
と
す
る
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
６
・
５
の
地
震
が

あ
り
、
浜
岡
原
発
で
は
、
４

６
件
の
ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
、

内
２
５
件
は
「
一
番
新
し
い

５
号
機
」
で
起
き
て
い
ま

す
。
燃
料
プ
ー
ル
水
の
全
放 

倍
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
宮

城
内
陸
地
震
の
崩
壊
地
を

見
た
実
感
で
は
東
海
地
震

は
絶
望
的
で
す
。
浜
岡
原
発

を
全
部
廃
炉
に
し
、
せ
め
て

原
発
震
災
を
く
い
止
め
た

い
と
切
に
思
い
ま
す
。 

＊
浜
岡
原
発
の
ト
ラ
ブ
ル
状
況
は
原
子

力
資
料
情
報
室
通
信NO

４
２
３
参
照 

も
達
を
た
く
ま
し
く
健
や
か

に
育
て
る
た
め
に
」平
成
22

年
度
か
ら
学
校
給
食
を
完
全

米
飯
化
す
る
と
し
、
今
年
度

は
週
４
回
の
米
飯
化
を
実
施

し
て
い
ま
す
。 

 

そ
れ
に
対
し
、
私
た
ち
静

岡
県
教
職
員
組
合
三
島
支
部

は
、「
学
校
給
食
完
全
米
飯
化

見
直
し
に
つ
い
て
の
要
望

書
」
を
三
島
市
教
育
委
員
会

に
提
出
し
ま
し
た
。 

 

三
島
市
の
学
校
給
食
は
、

栄
養
士
の
長
年
の
努
力
と
研 

 

究
の
成
果
で
、
栄
養
と
バ
ラ

エ
テ
ィ
に
富
み
味
も
良
く
、

大
変
充
実
し
た
も
の
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。
諸
外
国
の
代

表
的
な
メ
ニ
ュ
ー
が
取
り
入

れ
ら
れ
た
献
立
は
児
童
生
徒

か
ら
好
評
で
あ
り
、
国
際
理 

    

解
教
育
に
も
大
き
な
役
割
を

果
た
し
て
い
ま
し
た
。 

 

従
来
の
給
食
に
お
い
て

も
、
主
食
は
週
３
回
米
飯
で

和
食
が
数
多
く
取
り
入
れ
ら

れ
て
お
り
、
完
全
米
飯
化
の

必
要
性
は
感
じ
ら
れ
ま
せ
ん
。 

 

私
た
ち
は
和
食
の
良
さ
を
否

定
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
栄
養
士
が
長
年
積
み

上
げ
て
き
た
三
島
の
給
食
の

良
さ
が
、
完
全
米
飯
化
と
い

う
形
で
失
わ
れ
る
こ
と
を
大

変
残
念
に
思
っ
て
い
ま
す
。 

     

昨
年
秋
に
立
ち
上
げ
ら
れ

た
完
全
米
飯
化
を
検
討
す
る

「
米
飯
給
食
検
討
部
会
」
の

中
に
教
員
は
入
っ
て
お
ら

ず
、
現
場
で
給
食
指
導
に
あ

た
っ
て
い
る
教
職
員
の
意
見

は
全
く
聞
い
て
も
ら
え
な
い 

 

ま
ま
、
わ
ず
か
２
ヶ
月
後
に

突
然
の
新
聞
発
表
と
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
11
月
に
小

中
学
生
を
対
象
に
実
施
し
た

「
朝
食
と
給
食
の
主
食
ア
ン

ケ
ー
ト
」
結
果
で
は
、
今
の

メ
ニ
ュ
ー
が
よ
い
、
と
言
う 

    

声
が
多
数
だ
っ
た
の
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
子
ど
も
た
ち
の

声
が
米
飯
給
食
検
討
の
過
程

に
生
か
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

私
た
ち
は
、
子
ど
も
た

ち
・
保
護
者
・
教
職
員
の
意 

 

三
島
駅
南
口  

計
画
見
直
し
を
迫
ら
れ
る
！ 

再
開
発
事
業
の
現
状
と
課
題 

           
 

 

三
島
市
で
は
、

「
食
育
推
進
都

市
と
し
て
、
未

来
を
担
う
子
ど

 

  

三
島
市
学
校
給
食
完
全
米
飯
化
の
問
題
に
つ
い
て 

 

小
櫻 

賀
子 

小学生の家庭学習教材 

はつらつパル 
小１～小６ 

サンプル進呈中！ 
（有）梅沢商会 
電話 055-962-0921 

 三島児童文学を語る会 ３６５回 

１０月例会のお知らせ 
日時： １０月２４日（土） 

１３時３０分～１６時３０分 
場所：本町タワー４F 第３研修室 
テキスト： 「逢う魔が時」  

小出正吾作  
（小出正吾全集③巻 P177） 

 今こそ「読み聞かせ」が大事！ 
事務局 小嶋利信 堀川尚子 山口当子 
連絡先 三島市中央町８－８ 

TEL 971-3348(山口) 

ぬまづ憲法９条の会４周年の集い 
日時 ２００９年１１月３日（祝日）  開演１３時３０分 

会場 沼津労政会館 大ホール（３階） 協力券：５００円 
第１部：チェロ独奏 演奏、鈴木和生さん 

（現・東京フィルハーモニー交響楽団に在籍。 
現在はフリーのチェロ奏者として活躍中） 

第２部：講演 「戦争支援（国際貢献）」の内幕 
講師 半田 滋 さん（東京新聞編集委員） 

主 催：ぬまづ憲法９条の会 
連絡先：神田（電話・ＦＡＸ ０５５－９２１－７７５５） 

射
能
濃
度
が
通
常
値
の
５

０
倍
ま
で
上
昇
、
起
動
領
域

モ
ニ
タ
の
動
作
不
能
な
ど

深
刻
な
も
の
も
あ
り
ま
す
。 

想
定
さ
れ
て
い
る
東
海
地

震
は
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

８
．
４
～
８
．
５
で
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
規
模
は
今
回
の
地

震
の
７
０
０
～
１
０
０
０ 

 ＜教育学習会＞ 

今、教師の命が危ない！ 
日時：０９年１１月７日（土） 
     午後２時～ 
会場：北上文化プラザ 研修室３ 
講演：小笠原 里夏 弁護士 
・学校公務災害とは？ 
・教職員評価制度は学校にはなじまない 
・教員免許更新制度 
・全国一斉学力テスト 
主催：民主教育を進める三島の会 
 代表 山口 康司 TEL 971-3348 

 

現
在
の
計
画
で
は
再
開
発

事
業
施
設
は
店
舗
、
ホ
テ
ル
、

住
宅
、
駐
車
場
が
あ
り
、
商

業
施
設
（
店
舗
）
は
３
階
も

し
く
は
４
階
で
、
延
べ
床
面

積
約
３
万
㎡
。
総
合
ス
ー
パ

ー
や
大
型
物
販
店
を
構
想
。

居
住
施
設
は
３
０
０
戸
程
度

の
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
。
宿
泊

施
設
は
１
５
０
室
程
度
の
シ

テ
ィ
ー
ホ
テ
ル
と
ビ
ジ
ネ
ス

ホ
テ
ル
の
中
間
ク
ラ
ス
の
ホ

テ
ル
を
考
え
て
い
る
。
駐
車

場
は
約
９
９
０
台
収
用
。 

そ
の
後
の
進
捗
は
、
５
月 

に
住
宅
保
留
床
取
得
者
の
公

募
、
６
月
に
事
業
協
力
者
の

選
定
へ
と
進
ん
だ
。
ま
た
、

企
画
設
計
レ
ベ
ル
の
施
設
計

画
も
出
さ
れ
検
討
段
階
に
入

っ
た
。
５
月
末
に
地
権
者
説 

え
て
い
た
。ま

た
、
ホ
テ
ル
、

住
宅
施
設
協

力
者
も
１
０

月
中
に
決
定

の
予
定
で
あ

っ
た
。 

 

と
こ
ろ
が

８
月
段
階
に

入
り
、商
業
施

設
の
床
取
得

者
の
第
一
候

補
と
し
て
い

た
流
通
業
者

が 

ま
た
、
ホ
テ
ル
部
門
に
つ

い
て
は
賃
貸
で
の
出
店
希
望

は
あ
る
が
、
建
物
床
を
購
入

す
る
企
業
が
決
ま
ら
な
い
。

し
か
し
、
住
宅
施
設
に
つ
い

て
は
数
社
か
ら
、
保
留
床
取

得
の
申
入
れ
が
出
て
い
る
。

デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
や
ゼ
ネ
コ
ン

等
事
業
協
力
者
も
ま
だ
交
渉

中
と
の
状
況
で
あ
る
。 

 

当
初
計
画
で
は
、
保
留
床

売
却
先
は
９
月
中
に
決
定
す

る
見
込
み
で
あ
っ
た
が
、
予

想
以
上
の
不
況
で
買
手
が
な

か
な
か
現
わ
れ
ず
、
計
画
の

見
直
し
が
迫
ら
れ
る
事
と
な

っ
た
。市
担
当
者
の
話
で
は
、

こ
の
事
業
は
、
建
物
を
高
層

化
し
て
余
っ
た
床（
保
留
床
）

を
業
者
に
売
却
し
、
そ
の
売

却
益
で
事
業
費
を
生
み
出
す

仕
組
み
な
の
で
、
保
留
床
の

買
手
が
見
つ
か
ら
な
い
と
事

業
が
進
ま
な
い
と
の
こ
と
。 

 

現
在
、
準
備
組
合
は
地
権

者
で
構
成
さ
れ
て
い
る
が
、

三
島
市
も
そ
の
一
員
で
、
開

発
予
定
地
の
７
割
は
三
島
市

土
地
開
発
公
社
の
駐
車
場
用

地
の
た
め
、
事
業
の
推
進
役 

 

は
市
の
政
策
企
画
部
が
行
な

っ
て
い
る
。 

 

今
後
の
見
通
し
と
し
て

は
、
店
舗
部
分
を
業
者
の
利

用
し
や
す
い
階
層
に
減
ら
し

た
り
、
床
面
積
を
広
く
し
た

り
計
画
変
更
を
考
え
、
工
事

完
成
は
計
画
通
り
平
成
２
５

年
度
末
ま
で
に
行
な
い
た
い

と
の
事
で
あ
る
。 

 

南
口
再
開
発
つ
い
て
は
９

月
議
会
で
、
志
村
議
員
か
ら

質
問
が
あ
っ
た
。
市
当
局
の

答
弁
で
は
経
済
状
況
悪
化
の

た
め
商
業
・
ホ
テ
ル
等
の
保

留
床
取
得
者
確
保
で
き
ず
、

計
画
見
直
し
の
答
弁
が
あ

り
、
成
功
す
る
か
失
敗
す
る

か
南
口
再
開
発
事
業
は
三
島

市
民
の
大
き
な
関
心
事
だ
。 

 

 

昨
年
よ
り
動
き
出
し
た
三
島
駅
南
口
東
街
区
再
開
発
事
業
は
、
４
月
に
は
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル

方
式
に
よ
る
事
業
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
募
集
で
、
２
次
審
査
の
結
果
、
最
優
秀
業
者
が
株
式

会
社
ア
ー
ル
・
ア
イ
・
エ
ー
、
ま
た
、
次
席
が
株
式
会
社
ポ
リ
テ
ッ
ク
・
エ
イ
デ
ィ
デ
ィ
及

び
、
安
井
建
築
設
計
事
務
所
に
決
ま
っ
た
。 

 

再開発によるイメージ図（涌くワクシティー三島） 


